
１ 

 

EP関連資料 

EPO拡大審判部が最近の審決において 

"undisclosed disclaimers"に関し補正の適法性の評価基準を示す 
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１. はじめに 

特徴を積極的に限定することによってクレーム発明を明瞭かつ簡潔に規定できない場合や、特

徴を積極的に限定（追加）したのではクレーム発明の範囲を不当に制限してしまう場合等に、

"disclaimers"（除くクレーム）による限定（或る特徴が存在しないことを明示的に限定する消

極的限定）を付すことができます。除くクレームには、出願当初に開示されている特徴を除く場

合と、出願当初に開示されていない特徴を除く場合とがあります。 

 

"disclaimers"に関し、過去に、EPO拡大審判部による審決が下されました（G1/03とG2/10）。

G1/03 は出願当初に開示されていない特徴を除く（"undisclosed disclaimers"）場合に係り、

G2/10は出願当初に開示されている特徴を除く（"disclosed disclaimers"）場合に係る審決です。 

 

このような状況下で、EPO 技術審判部による審決（T437/14）において、"undisclosed 

disclaimer"に関し新たな質疑が拡大審判部に付託されました。これに対し、2017 年 12 月 18

日に、EPO 拡大審判部は、審決を下し（G1/16）、"undisclosed disclaimers"に関し補正の適法

性の評価基準を示し、上記の質疑に対して回答としました。このことについて、以下に、詳細に

説明します。 
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